
先進医療施設基準（要件）一覧表  

実施責任医   の要件  Ⅱ．医療機関の要件                          もⅢ暫  漁  剋他  ーぬ要ヨ脇；二  
当該  緊  

急  当該  保  

診療 科の 経験  
医療安  

要 件  資格  診療科  当直体制     手 術 の 実  
d＝  年数  査   

No．   示   先進医環名及び適応症    の 見  鹿  委員会 の設置   

番 つヲ  
年数  体  制   直  看］  

し   制   

内容    ： 
ごiさ  

ト以上   内容 要 鱒   内容  ・三  ∴内亭：  要 世  田 年 数 以 上  要  粗 阜  盲  打 例  羞  四 二例 以 上  ■車、■  妻 曙  ‡－戸鱒：    三－、さこ内容｝  壷 華  憲 鞍  凄 華  喜‘ 震 ご’．  三内宰・        連携の具 体関内容      海草間催の粂庫、  鮮麗： 、ノモ富三  ‾ゴノ  ；ナ こシ＝ニ′ 洋夢≠‘  四  
低悪性度非ホジキンリンパ性  病理検査  

要望詰検査   不 要    要  内科又は小児科   不  不  
70  七 十   の遺伝子診断（マントル細胞リ ンバ種の補助診断として用い  要  常勤医師 1名以上  要   部門が設 直され病 理医1名  要  不 要  要  不 要  要  要  必要なときは必ず 手跡こ開催する  要  要  l  要  

るものに限る。）   以上   

病理検査  
七  

不 要    要  脳神経外科   要  要  要  不 要  要  婁  必要なときは必ず   要  要  3  不  

7t   十  悪性脳腫瘍に対する抗がん剤 治療における薬剤耐性遺伝子 解析  要  要  脳神饉外科  要  脳神経外科専門 医  不 章    要  3  要  3  不 要  

要  常勤医師 2名以上  要   部門が設 直され病 理医1名  

事前に開催する  要  
以上   

七  病理検査  
皮膚科専門医又  届出後当該療養  遺伝カウン  

不  不 要    要  皮膚科   要 3    セリングの 実施体制  

72   十   E張≡   要   部門が設 置され病 理医1名  
畢  壷 畢  要  不 章  要  要   を初めて実施す るときは、必ず事  要  

のに限る。）   以上   前に開催する   が必要   

Q熱診断における血清抗体価  

73  七 十   測定及び病原体遺伝子診断 （急性期又は慢性期のQ熱に  要  常勤医師 1名以上  不 要  
不  

不 要  要  不 要  要  不 要  要  要  不  不 婁    要  臨床検査 技師  不 要   要  要  
係るものに限る。）   

七  心臓血管  

74   十 四   
要  要  不 要  要  要  必要なときは必ず にす  草  葉   10  要  常勤医師 3名以上  要   外科医2 名以上、 麻酔科医  事前開催る  責  10  6  エキシマレーザー冠動脈形成 術（従来の桂皮的冠動脈形成 術による治環が困難なもの、 慢性完全閉塞のもの又はこれ に準ずるものに係るものに限 る。）   要  

1名以上   

活性化Tリンパ球移入療法（原  
七  

75   十 五   発性若しくは睾完発性の免疫不 全症の難治性日和見感染症 又は慢性活動性EBウイルス  

要  常勤医師 2名以上  要  輸血部門 が設置さ れ常勤医 1名以上  不 要    要  専任の紳 胞培養の 担当者  不 要    要醐  
要  要  要  不 要  要  要  必要なときは必ず 事前に開催する  要  要  15  細胞培養 を実塙して いること  要  10  6  

感染症に係るものに限る。）   

七  病理検査  

要  要  不 要  要  不 要   
六   丁6   十  要  常勤医師 2名以上  要   三L＝＝・・ 置され病 理医1名  要   要  ロ  細胞培養 を実施して いること  不 要  

以上   

内科、精神科  常勤医師 が2以  

届出後当該療養  遺伝カウン  
要   名 上  不 要  不 要  要  不 要  要    セリングの 実施  

77  七 十 七  家族性アルツハイマー病の遺 伝子診断  要  要   又は神軽内 科  要  神経内科専門医 又は臨床遺伝専 門医  不 婁   要  ■  要  2  不 要  
不 要    要  臨床検査 技師  不 要    要  内科、精神科又は神経内科  不 要  要  要   を初めて実施す るときは、必ず事  体制  

前に開催する   が必要   

膀胱尿管逆流症に対する腹腔  
七  常勤医師 が2以  

78   十  要   名 上  要   要 1   要泌尿器科  ・三・  要  要芸  要  不 要  書  要  不  
八  上   要  
のに限る。   

常勤医師 が2以  

届出後当該療養  遺伝カウン  

要   名 上  不 要  不 要    要  臨床検査 ・㌢  不 要    要  内科、神経内科又は小児科  不 要  不 要  要  不 要  リングの  79  七 十 九  中枢神経白貰形成異常症の 遺伝子診断  要  要  内科、神橙内 科又は小児 科  要  神経内科専門医、 小児専門医又は 臨床遺伝専門医  不 ・三    要  l  要  2  不 要  妻  要   を初めて実施す るときは、必ず事 前に開催する  要  要  2   セ 実施体制 が必要  不 要  
要  常勤医師 Z名上  不  不  不 要    要  整形外科及び麻酔科   要  要  要  不 要  要  不 要  要  要  不  要  

80  八 十  三次元再構築画像による股関 節疾患の診断及び治療  不 要  要  定形外科  要  整形外科専門医  不 要    要  5  要  5  不 要         以   要     要    不 要  泌尿生殖器腹痛の後腹膜リン  
パ節転移に対する腹腔鏡下リ  1名以上。  

常勤医師  
81  八 十    ンパ節郭清橋（泌尿生殖器腫 瘍のリンパ節転移例文は画像  事     要  泌尿器科及び麻酔科   要  要  要  不 要  妻  不 要  委  棄   5  不  

上リンパ節転移が疑われるも  

l  

要   が2名以 上  
要  

のに係るものに限る。）   
こ仁 
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先進医療施設基準（要件）一覧表  

先進医療名及び適応症  
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先進医療施設基準（要件）一覧表  

Ⅰ．    医8   市の要件  Ⅱ．医標機関   の  

当該  緊  
当該  急  保  

医療安  
要 件  資格  診療 科の 経幹  診療科  上ヒ  年数  実 施  当直体制     手 術 の  

N0．   示 番  年数  制   例数  
号   直  者】  体  

し  制   
円 年  

塵  内容    （）床 上  要 件   

要 件  申容    甲容  妻 革    敷 以  瀬  内容  

上   
、内寧        連携の具 体的内容    妄 準        田 症 例  ≡三二申容  垂 準  同 症 例  四 月 圃   ≡。内容  

小児外科  
で実施す  

一絨毛膜性双胎妊娠において  る場合は  
発症した双胎閤輸血症険矧二  産科医及  
対する内視鏡的胎盤吻合血管  び麻酔科  

常勤医師  小児外科で実施する場合は小児  当該療養を実施  

症候群に羅志した一絨毛無性  門医   
9l  九 十     レーザー焼灼術（双胎開始血   要  要  不 要  要  要   要  10  8  

双胎妊娠の症例（妊娠十六遅  要   が3名以 上  要       医 び麻酔科   前に開催する   
から二十六週のものに限る。）  

場合は小  
に係るものに限る。）   児科医及  

び麻酔科  
医一名以  
上   

九  
92   十   常勤医師  不 要    要  臨床工学 技士  要  ロ  要  呼吸器科   要   妻   要  不 要  

要   3名以上   要  要  要     要 30  要  30  6  

病変に係るものlこ限る。）   

先天性銅代謝異常症の遺伝  遺伝カウン  
要  常勤医師 1名以上  不 要  不 要  要   ‡臨床検査 技師  不 要    要  内科又は小児科   不  不 要  要  不 要  93  九 十   子診断（ウィルソン病、メンケス 病又はオウシピタルホーン症 険矧こ係るものに限る 要  要  事  必要なときは必ず 事前に開催する  要  要  ■   セリングの 実施体制  婁  

。）   が必要   

超音波骨折治療法（四肢の骨  
九  

94   十 四   （のたに手術に行 われるものを除く。）のうち、観 血的手術を実施した場合に限  要  常勤医師 1名以上  不 要  不  要    要  テ▲・   不  要  不 要  不 要  不要  不  
要  要  要   要  

る。）   

眼底三次元画像解析（黄斑円  
九  

95   十 五   孔．費斑所懐．加齢黄斑 性、糖尿病黄斑症、網膜剥離 又は緑内軌こ係るものに限  要  常勤医師 1名以上  不 要  不  不 要    要  根科   不  不  要  不 要  不 要  要  10  不  
要  要  要   要  

る。）   

CYP2C19遺伝子多型検査  

96  九 十 六  

に基づくテーラーメイドのヘリ コバクターゼロリ除菌療法（へ リコ／くククーゼロリ感染を伴 

要  常勤医師 1名以上  不 要  不 要    要  臨床検査 技師  不 要    要  消化器科   不  不  要  要  必要なときは必ず 事前に開催する  要  要  10  不  
要  要   

胃潰瘍又は十二指腸潰瘍に  
要  

係るものに限る。）  

非生体ドナーから採取された  
同種骨・劇諸組織の凍結保存  
（骨又は靭帯の再建術であっ  
て、先天性疾患、外傷性（欠損  細線移植  日本尭且繊  

九  を専ら担  移植学会  
の認定す  

97   十 七  要  要  要  不 要  
要  常勤医軒 2名以上  要  麻酔科医 1名以上  要    詣宗要  

師直換術時（初回又は再直検  
要  要  必要なときは必ず 事前に開催する  要  要 5      ・三＝ナ ンクを有し  

れているこ  
術時に限る。）の広範囲骨欠  と。  

ているこ  
損、脊椎固定術時の甘酸合促  と。   

進又は靭帯断裂による関節不  
安定性に係るものに限る。）  H  

当抜技術  
の姪頗を  

×線CT画像診断に基づく手術  3年以上  
九  有する日  看技師又  

要      本歯科保 ≡＝二  不  
要    要    生士1名  

不  不  
98   十 八  門医   要  要  要   要  不 要  I要  

は効果が認められないものに  門医を含  以上  
係るものに限る。）   む常勤歯  

科医師2  
名以上   
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先進医療施設基準（要件）一覧表  

先進医療名及び適応症  

小児著斗又は小児外科   

歯科又は歯科口腔外科   
係るものに限る。）   
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先進医療施設基準（要件）一覧表  

Ⅱ．医療機関   の莫件  
紫  
急  保  

医療安 全管理  
実施診療科  
の医師数   科の医  師数   配 置  診療科  当直体制     手 術 の 実  

施  委員会 の設置   

‾弓▲   直  体  制   者】  
し   制   

m  ーて 
内容  康  警  妻   内容  凄   （）床 以上  蔓  の  0  

事 畔  内容   雲  内容ニ  壷 ♯   年 蝕 以  鞍  せ   内容 
上   

妄 嘩  内容  

陸癌性骨病変及び骨組影症  当該療養  
に伴う骨脆弱性病変に対する  の実施後  
桂皮的骨形成術（転移性番場  

IO8  限     骨腫瘍骨相髭症による脊椎  要  要  整形外科、放 射線科又は  要   要  常勤医師  要  麻酔科医  不    不  要  l  要  整形外科若しくは脳神経外科又  要   要  要  要    に化学療  要  要  必要なときは必ず  要  不  
骨折又は難治性疾病を伴う稚 体圧迫骨若しくは臼蓋骨折  上。  1名以上  要   要  は放射線科及び麻酔科  法その他 腫瘍に係  

折  る治療を  
に係るものに限る。）  行う体制  

放射梓科  
医1名以  
上及び麻  

要  要  不 要  要  要  5  不  
109  限 四  悪性黒色隆又は乳がんにおけ るセンチネルリンパ節の同定と 転移の検索  要  要  外科又は皮 膚科  要  乳腺専門医又は 皮膚科専門医  不 要  要  常勤医師 2名以上  要     酔科医1 名以上。 病理検査  要  薬剤師  不 要    要  外科又は皮膚科並びに放射線科 及び麻酔科  ・主・  要  

部門が設  
置され病  

麻酔科医  
カフェイン併用化学療法（骨肉  1名以上。  
腫、悪性綺維性組織球腫、清  

＝皿  限 五    膜内陸又は明細胞肉腫その 他の骨軟部悪性應牒に係るも  不 要    要  整形外科及び麻酔科  要  要  要  要  緊急手術 の実施体  不  
理医1名   制   事前に開催する   要  

のに限る。）   理医1名  
以上   

胎児尿路・羊水腔シャント術   
（プル棚引爽降車の  

不 要    要  産科及び麻酔科   要  要  要  不 要  要  要   
皿  限 六    他の胎児閉塞性尿路疾患盟主 ち＿胎脛官l＃能が保た九てお り 

不  
要  常勤医師 2名以上  要  産科及び 麻酔科医 1名以上  不 要    不 要  

事前に開催する   要  

＿王水i夙′如引払めるものに 1盃丘ものに限る。）   

麻酔科医  
筋過緊張に対するマッスル・ア  1名以上。  
ファレントブロック（MAB）治  

112  限 七    療（ジストニア、痙性麻痺その 他局所の筋過緊張を呈する病  不 要    要  内科又は神経内科及び麻酔科  章  要  要  要  緊急手術 の実施体  不  
要  常勤医帥 2名以上  筆    病理検査 部門が設 直され病  制   事前に開催する   要  

態に係るものに限る。）   理医1名  
以上   

胸部悪性腫瘍に対するラジオ  麻酔科医  
波侠灼療法（胸部悪性腫痔  1名以上。  

限  
113   八  要  要  不 要  要  要豊芸た紆   要  要  10  要  10  6  

法の実施により根治性が期待  専門医   要  常勤医師 2名以上  要    病理検査 部門が設 置され病  

できないものに限る。）に係る  理医1名  
ものに限る。）   以上   
腎悪性腫瘍に対するラジオ波  
焼灼療法（腎悪性腫瘍（従来  
の外科的治療法の実施が困  

114  限 九     難なもの又は外科的治療法の 実施により櫻治性が期待でき  要  要  ・三・  不 要  
要  不 要  要  

不  
要  常勤医師 が2名以 上  要  麻酔科医 1名以上  不 要    要  臨床工学 技士  要  l  要  泌尿器科  

要  
ないものに限る。）に係るもの  

に限る。）   

病理検査  
消化器外科専門  部門が設  

樹状細胞及び腫瘍抗原べプチ ドを用いたがんワクチン療法  覆され病  専任の細  
医、消化器病専門  

細胞培養  要  常勤医師 2名以上  要     理医1名 以上。輸 血部門が  要  要  不 要  要  要  必要なときは必ず 事前に催する  要  開  †15  限 十    （腫瘍抗原を発現する消化管 悪性腫瘍（食道がん、胃がん 又は大隈がん）、進行再発乳 がん又は原発性若しくは転移  理担当者  いること   
設置され  

性肺がんに係るものに限る。）   常勤医1  が配置   
名以上   
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先進医療施設基準（要件）一覧表  

先進医横名及び適応症   

内科又は泌尿器科及び麻酔科   

何   



先－4 別紙  
19．12．6   先進医療の施設基準の見直し等について  

前回（11月1日）の第24回先進医療専門家会議での議論等を踏まえ、以下のとおり補  

足する。  

留意事項  

1 全体   

○ 今回の見直しについては、各実施医療機関の体制の整備等に要する時間と、見直し  

に要する事務手続等の便宜を考慮し、全ての技術について、平成20年4月から一律  

に適用する－，  

2 当直体制   

O 「外科系当直医師」は、専ら外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、呼吸器外科、  

心臓血管外科、小児外科、泌尿器科、こう門科、産科、婦人科、産婦人科、眼科、耳  

鼻いんこう科又は気管食道科に従事する医師とする。（技術9、18、52）  

3 他の医療機関との連携体制   

O 「当該療養の実施後に化学療法その他悪性腫癌に係る治療を行う体制」とは、悪性  

腫癌に係る治療として化学療法、放射線療法等を行い得る体制である。  

また、当該先進医療を実施する保険医療機関において、当該腫癌に係る治療を実施  

するに当たり先に述べた体制を有している場合は、当該施設基準に係る連携体制を要  

しない。（技術61、68、限3）  

4 保守管理体制   

O 「医療機器の保守管理を行う体制」とは、医療法施行規則（昭和23年厚生省令第  

50号）第1条第2項第3号ハに規定する「医療機器の保守点検に関する計画の策定  

及び保守点検の適切な実施」を満たす体制とする。  

5 医療安全管理委員会   

O 「医療安全管理委員会」とは、医療法施行規則第1条の11第1項第2号に規定す  

る「医療に係る安全管理のための委員会」とする。  

6 倫理委員会の審査体制   

O「倫理委員会の審査体制」とは、「臨床研究に関する倫理指針（平成15年7月30日  

厚生労働省）」の「第3 倫理委員会」に準じた体制とする。   




